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【
う
ら
へ
続
く
】

　

長
時
間
労
働
・
過
労

死
の
状
況
は
悪
化
し
続

け
て
い
ま
す
。
安
倍
政

権
は
「
働
き
方
改
革
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

過
労
死
の
危
険
を
冒
し

て
ま
で
働
か
せ
る
こ
と

真
の
「
働
き
方
改
革
」
を

 

長
時
間
労
働
解
消
・
過
労
死
根
絶

　
　

    

日
本
共
産
党
が
緊
急
提
案

間
以
内
」
に
規
制
、
特

例
は
設
け
な
い
▼
11
時

間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規

制
を
導
入
す
る
▼
残
業

の
賃
金
割
増
率
を
50
％

に
す
る
▼
違
法
な
サ
ー

ビ
ス
残
業
は
残
業
代
を

２
倍
に
す
る
▼
課
長
に

も
残
業
代
を
▼
違
法
行

為
を
繰
り
返
す
悪
質
な

企
業
名
を
公
表
す
る
、

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま

す
。（
提
案
の
概
要
を

裏
面
に
掲
載
）

　

軍
事
研
究
へ
の
対
応

を
議
論
し
て
き
た
日
本
学

術
会
議
の
「
安
全
保
障
と

学
術
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
は
７
日
、
学
術
会
議

が
１
９
５
０
年
と
67
年
に

出
し
た
「
軍
事
目
的
の
た

め
の
科
学
研
究
は
行
わ
な

い
」
と
す
る
声
明
に
は
、

戦
争
協
力
へ
の
反
省
と
再

び
同
様
の
事
態
が
生
じ
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た

と
指
摘
。
二
つ
の
声
明
を

継
承
す
る
新
た
な
声
明
案

を
大
筋
確
認
し
ま
し
た
。

　

声
明
案
は
、
防
衛
省
の

安
全
保
障
技
術
研
究
推
進

制
度
は
、
装
備
（
兵
器
）

開
発
に
つ
な
げ
る
と
い
う

「
明
確
な
目
的
」
を
も
つ

も
の
で
、政
府
に
よ
る「
介

入
が
著
し
く
、
問
題
が
多

い
」
と
指
摘
。
研
究
の
入

り
口
で
研
究
資
金
の
出
所

な
ど
の
慎
重
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
と
し
、
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
に
審
査
制

度
を
設
け
、
学
会
な
ど
に

も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備

を
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
学
術
の
健
全
な
発
展

に
は
、
民
生
分
野
の
研
究

資
金
の
充
実
が
必
要
だ
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

声
明
案
は
、
研
究
の
適

切
性
を
め
ぐ
り
共
通
認
識

形
成
の
必
要
が
あ
り
、
科

学
界
全
体
が
考
え
続
け
る

必
要
が
あ
る
。
日
本
学
術

会
議
は
率
先
し
て
検
討
を

進
め
て
い
く
と
表
明
し
て

い
ま
す
。

を
「
合
法
化
」
す
る
な

ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

  

提
案
は
、
▼
残
業
時

間
を
例
外
な
く
大
臣
告

示
の
「
週
15
時
間
・
月

45
時
間
・
年
３
６
０
時

「
軍
事
研
究
禁
止
」
を
継
承

　

民
生
分
野
の
資
金
充
実
求
め
る

　
　
　

学
術
会
議
検
討
委
が
新
声
明
案

　

２
０
１
７
春
闘
。「
最

大
の
ヤ
マ
場
は
15
日
だ
」

「
満
額
獲
得
に
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
」

×　
　
　
　

×

　

３
日
総
務
省
が
発
表
し

た
１
月
の
消
費
者
物
価
指

数
、
前
年
同
月
比
０
・
１

％
増
と
上
昇
に
転
じ
た
。

「
ガ
ソ
リ
ン
が
10
・
２
％

も
上
が
っ
た
」「
生
鮮
食

料
品
を
除
い
た
数
字
だ
か

ら
生
活
実
感
と
違
う
」「
生

鮮
野
菜
は
11
・
６
％
の
上

昇
だ
」「
賃
上
げ
し
な
い

と
や
っ
て
い
け
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
疑
惑
。「
建

築
費
が
国
と
府
、
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
で
違
っ
て
い

る
。
不
自
然
だ
」「
補
助

金
詐
欺
で
は
な
い
か
」「
海

陽
中
等
学
校
へ
の
推
薦
入

学
枠
も
児
童
を
確
保
す
る

た
め
の
う
そ
だ
っ
た
。
教

育
者
と
し
て
失
格
だ
」「
自

公
は
参
考
人
招
致
に
反
対

し
て
い
る
」「
10
日
に
な

っ
て
突
然
認
可
申
請
を
取

り
下
げ
た
」「
こ
れ
で
幕

引
き
は
許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６

ら
い
体
験
を
風
化
さ
せ
ま

い
と
語
り
べ
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
に
胸
を
う
た
れ

た
」「
自
主
避
難
者
の
住

宅
提
供
は
３
月
末
で
打
ち

切
ら
れ
る
。
何
と
か
な
ら

な
い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
福
島
の
風
評
被
害
は

深
刻
だ
」「
政
府
は
帰
宅

困
難
区
域
の
解
除
を
進
め

て
い
る
が
、
帰
れ
る
よ
う

な
状
態
に
な
い
」「
年
間

20
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に

な
っ
た
か
ら
と
い
う
が
、

全
国
の
基
準
は
１
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
だ
。
こ
れ
で

戻
れ
と
い
う
の
か
」

年
。「
テ
レ
ビ
で
商
店
街

の
復
活
な
ど
、
前
に
歩
み

出
し
た
様
子
を
伝
え
て
い

る
が
、
復
興
は
遅
れ
て
い

る
」「
家
族
を
失
っ
た
つ

消費支出 1年５ヵ月連続減
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

日
本
の
労
働
法
制
に

は
二
つ
の
決
定
的
弱
点―

①
残
業
時
間
の
上
限
規
制

も
、
勤
務
と
勤
務
の
間
に

と
る
べ
き
休
息
時
間
の
規

制
も
な
い
②
残
業
代
に
よ

っ
て
長
時
間
労
働
を
抑
制

す
る
役
割
が
果
た
せ
て
い

な
い―

が
あ
る
。

①
残
業
時
間
の
上
限
規
制

と
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
を

行
う
労
基
法
改
正
を
早
期

実
現
す
る

・
残
業
時
間
の
上
限
を
、

政
府
自
身
が
働
く
人
の
健

康
を
守
る
た
め
と
し
て
き

た
「
週
15
時
間
、
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
」
と

し
、
こ
の
規
制
に
穴
を
あ

け
る
特
例
は
設
け
な
い
。

・
勤
務
間
に
最
低
11
時
間

の
連
続
休
息
時
間
を
確
保

長
時
間
労
働
を
解
消
し
、
過
労
死
を
根
絶
す
る
た

め
に―
日
本
共
産
党
の
緊
急
提
案
（
概
要
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７
年
３
月
３
日

す
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制

を
導
入
す
る
。

②
残
業
代
に
よ
る
長
時

間
労
働
抑
制―

長
い
残

業
時
間
に
は
割
増
率
を
増

や
す
、「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
強
化

■
長
時
間
の
残
業
、
連
日

の
残
業
に
は
、
割
増
率
を

50
％
に
す
る

・
１
日
２
時
間
を
超
え
る

残
業
、
週
８
時
間
を
超
え

る
残
業
に
は
割
増
率
を
50

％
に
す
る
。

・
３
日
連
続
で
残
業
を
し

た
ら
４
日
目
か
ら
は
割
増

率
を
50
％
に
す
る
。

■
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
や

残
業
時
間
の
ご
ま
か
し
を

許
さ
な
い
法
規
制
を
強
化

す
る

・
違
法
な
「
サ
ー
ビ
ス
残

で
義
務
づ
け
、
本
人
や
本

人
の
同
意
を
得
た
職
場
の

同
僚
、
家
族
、
友
人
が
労

働
時
間
と
支
払
わ
れ
た
残

業
代
が
正
当
か
ど
う
か
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

■〝
課
長
に
も
残
業
代
を
〞

―

残
業
代
が
免
除
さ
れ
る

管
理
監
督
者
の
規
定
を
厳

格
に
運
用
す
る

２
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
規
制
す

る
法
改
正
を
行
う

・
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
た
企

業
に
、
厚
労
省
が
助
言
・

指
導
・
勧
告
し
、
従
わ
な

い
企
業
は
名
前
を
公
表
。

労
働
局
に
パ
ワ
ハ
ラ
の
是

正
指
導
を
求
め
た
労
働
者

へ
の
不
利
益
取
り
扱
い
を

禁
止
す
る
。

３
、
労
働
法
を
守
ら
せ
る

監
視
体
制
と
違
法
行
為
へ

の
社
会
的
制
裁
を
強
化
す

る・
労
働
基
準
監
督
官
を
増

員
す
る
な
ど
労
基
署
の
体

制
を
抜
本
的
に
強
化
し
、

違
法
行
為
を
繰
り
返
す

悪
質
な
企
業
名
を
公
表
す
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熊本地震でも上空電子異常

京大チーム
米学術誌「ジャーナル・オブ・ジオフィジカル・

リサーチ」

結
果
、
本
震
発
生
の
約
１

時
間
前
か
ら
、
九
州
地
方

に
上
空
電
子
の
異
常
が
発

生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
東
日
本
震
災

の
発
生
直
前
に
も
同
様
の

異
常
が
あ
り
ま
し
た
が
、

内
陸
直
下
型
地
震
で
確
認

し
た
の
は
初
め
て
で
す
。

　

梅
野
教
授
は
「
上
空

電
子
の
異
常
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
解
明
や
、
大
地
震
を

予
測
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
し
、
検
証
を
さ
ら

に
進
め
た
い
と
し
て
い
ま

す
。

　

京
大
の
梅
野
教
授
ら
の

研
究
チ
ー
ム
が
福
岡
県
内

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
局
の
デ
ー

タ
を
使
い
、
昨
年
４
月
の

熊
本
地
震
を
解
析
。
そ
の

　
　

×　
　
　
　

×

　

豊
洲
移
転
問
題
。「
都

議
会
特
別
委
員
会
で
地

下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
者

へ
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
」

「
２
１
０
箇
所
の
観
測
用

井
戸
内
59
箇
所
で
水
没
や

破
損
、
変
形
、
目
詰
ま
り

が
確
認
さ
れ
た
」「
過
去

８
回
の
調
査
は
、
パ
ー
ジ

後
の
新
た
に
た
ま
っ
た
地

下
水
を
翌
日
か
翌
々
日
に

採
水
し
て
い
た
。
こ
れ
で

は
有
害
物
質
が
蒸
発
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
」「
測

定
法
を
含
め
て
解
明
が
必

要
だ
」「
百
条
委
員
会
で

元
市
場
長
ら
の
証
人
喚
問

が
始
ま
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
日
本
海
に

向
け
て
ミ
サ
イ
ル
４
発
連

射
（
６
日
）。「
３
発
が
日

本
の
排
他
的
経
済
水
域
に

落
下
し
た
。
国
連
安
保
理

決
議
に
違
反
だ
」「
在
日

米
軍
攻
撃
の
訓
練
と
報
じ

た
の
に
は
驚
い
た
」「
軍

事
的
対
応
で
は
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
ば
か
り
だ
。
６

カ
国
協
議
な
ど
平
和
的
手

段
で
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
日
本
は
３

勝
し
て
２
次
ラ
ウ
ン
ド
進

出
。「
キ
ュ
ー
バ
に
大
差

で
勝
っ
た
」「
開
幕
前
は

打
線
が
心
配
だ
っ
た
が
、

筒
香
と
中
田
が
打
っ
て
良

か
っ
た
」「
韓
国
と
台
湾

が
敗
退
し
た
」

る
。　

　

野
党
四
党
が
長
時
間

労
働
規
制
案
を
共
同
提
出

す
る
な
ど
、
労
働
者
と
家

族
の
生
活
を
守
り
、
働
く

人
た
ち
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す

世
論
と
運
動
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は

８
時
間
働
け
ば
普
通
に
暮

ら
せ
る
社
会
め
ざ
し
、
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
ま

す
。

（
緊
急
提
案
全
文
は
日
本

共
産
党
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
）

業
」
が
摘
発
さ
れ
た
ら
、

残
業
代
を
２
倍
に
し
て
支

払
わ
せ
る
「
倍
返
し
」
の

制
度
を
つ
く
る
。

・
労
働
時
間
台
帳
を
法
律

１
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制
と
割
増
残
業
代
の
支
払

い―

二
つ
の
方
向
か
ら
長
時
間
労
働
を
規
制
す
る


